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　「蝦夷神社」。この名前を聞いたことがある人はなかなかいな

いと思います。それもそのはず、図書館で全国の神社を調べて

みましたが、今のところ、２カ所しかその存在を確認できませ

んでした。その１つが黒沢自治区にあります。

　黒沢の蝦夷神社については、古文書『野沢郷毎村委記』に祭

神は日
やまとたけるのみこと
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1190 年）此ノ所ニ忍漂泊メ暫蟄居ス此ノ人祭ヤ」と記されています。

源義経は兄の頼朝から追われる身となり、一行は二手に分かれ平泉を

目指しました。その中の家来・鈴木三郎重家は一足遅れで西方街道の

杉峠を越え、黒沢の蝦夷大権現にて、義経と家来の安全と武運を祈願

文：樽井  清市

し、義経拝領の刀を祀ったとされています。文治５年（1189）、藤原

泰
やす

衡
ひら

は頼朝の再三の圧力に耐えかね、義経を襲い自害に追いやると、

鈴木三郎重家は再び黒沢の地を訪れ、亀井六郎とともに蝦夷大権現に

義経を祀りました。

　また、黒沢の鉱山開発に貢献した坂内利三郎が享保 6年（1717）、「蝦

夷大権現　鉱山師坂内利三郎」と書かれた社額を奉納し、現在も保管

されています。その後は、延享元年（1744）に、野沢の大工であっ

た橋谷田吉兵衛により社殿が建立し、名前も「蝦夷大権現」から「蝦

夷神社」に変え、神社の紋章（神紋）も義経ゆかりの笹
ささ

竜
りん

胆
どう

（清和源

氏直系の家紋）になりました。

　ちなみに、黒沢以外のもう１つの蝦夷神社は、山形県南陽市にあり

ます。明治 25 年発行の『赤湯温泉誌』によると、場所は大字三間通

りで、「安
あ

倍
べ

ノ
の

貞
さだ

任
とう

を祀る」と書かれています。
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